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鹿児島県に渡来するツノレ類の調査について

自然教育園報告第19号に報告されているツノレ類に関する報文は，国立科学博物館が「環境庁国立機関公害

防止等試験研究費」を得て，昭和60年度から 5年間の計画で実施している調査のうち， 昭和62年度前半まで

の資料をふまえてまとめたものである。
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昭和60年度～昭和臼年度

ナベヅ／レの世界における唯一の越冬地として世界中から関心を集めている鹿児島県出水平

野（約7,500ha）におけるナベヅル ・マナヅ／レは，越冬数約8,000羽といわれており，不涙11の

研究の｜ 事態が生じた場合には世界的に絶滅する危険が考えられる。また，人間の生活，経済環境へ

目的 ｜ の被害問題も生じているため分散策なども講ずる必要があり，そのための生息密度，行動生

態，渡来等の実態調査，並びにねぐら，餌場としての自然環境要因を研究する。以上の成果

をもとに，野生鳥獣とその生息環境の保護，管理手法を確立する。

この研究は，実質的には国立科学博物館附属自然教育園が担当し実施しているが，目的をみたすための研

究を円滑にすすめるために，自然教育園の組織の中に特別に調査研究委員会を設置し，調査の進渉にあわせ

委員会で検討し，調査内容などに反映させている。

調査研究委員会の委員は，学識経験者およびこの問題に関与している行政関係者で構成されており，その

氏名等は，次のとおりである。

昭和62年度 国際保護鳥ナベヅノレ・マナヅノレの保護管理に関する研究調査研究委員会

委員長 加藤陸奥雄 東北大学名誉教授

委 員 大野正男 東洋大学教授

II 黒 団 長久 山階鳥類研究所高I］所長

II 沼田 真 千葉大学名誉教授

II 玉 川 佐久良 環境庁自然保護局野生生物課長

II 小坐寺直巳 文部省社会教育局社会教育課長

II 小林孝男 文化庁文化財保護部記念物課長

II 桜井信夫 II 主任調査官

” 千羽晋示 国立科学博物館附属自然教育園主任研究官

また，本調査は，一部を財団法人日本鳥類保護連盟に業務依頼をし協力をあおいでいる。

この研究には，本調査開始に至るまでの経緯から文化庁記念物課，環境庁野生生物課，鹿児島県教育委員

会，出水市教育委員会，高尾野町教育委員会，野田町教育委員会をはじめ， 地元出水市立荘中学校および荒

崎地区に波来するツノレ類の保護にたずさわっておいでの多くの方々のご理解とご協力を得て実施している。

ここに，深く謝意を表するとともに，今後も本研究の達成のために一層のご鞭縫をお願いするものである。
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なお，本報告には，先述のとおり昭和62年度前半までに収集された資料をもとにまとまった分を掲載した

が，本研究の成果は，今後も自然教育園報告などをとおして公表し，広く意のある方々に目をとおしていた

だき，ご協力，ご理解をいただきたいと願っている。

（千羽晋示〉

追記

本報告の中で，ツノレに関係した報文は報告順に一連の番号を表題に付けているが，今回報告予定であった

「第4報越冬総数の算定法の検討 2 昭和60年度， 昭和61年度 （内田康夫他〕」は，筆者の者fl合で未稿

となった。

第5報以下には第4報を引用した個所があるので，やむをえず，第4報で詳述されることになっていた調

査結果の一部を示し，とりあえず補完しておく。不手際のあったことをお花びしたい。

鹿児島県出水平野におけるツル類の基礎調査 第4報 越冬総数の算定法の検討 2.昭和60

年度，昭和61年度 （内田康夫ほか〉

調査期日 昭和60年度 (1985-1986年期〉には，（1)1985年10月22 28日，（2)1985年11月21ー28日，（3)1985年

12月19-24日，（4)1986年1月26-31日，（5)1986年2月20ー 26日に調査を行なった。ug和61年度 （1986-1987
年期〉には，（1)1986年11月6-15日，（2)1986年12月7-13日，（3)1987年1月6-12日，（4)1987年1月18 21 

13 , (5)1987年2月6ー 14日，（6)1987年3月13ー 18日に調査を行なった。

調査方法 内田ほか（自然教育園報第17号 ：29-50,1986）に記した方法とほぼ同じであるが，変更ない

じ改良点についてはこの報文では省略した。

調査結果の一部の概要 (1）越冬総数調査と（2）分散状況調査の結果の概要は下記のよ うであった。なお， 表1

- 4とも， マナヅノレとナベヅ／レの羽数は整数第1位の数値を四捨五入した値である。両年期とも数羽渡来し

たナベヅノレとクロヅノレの交雑個体はナベヅノレに含めてある。

(1）昭和60年度 （1985ー 1986年期〕の越冬総数 調査結果は表1の通りである。越冬総数は， 1985年1月下旬

には最高に透しており， 1985ー 1986年期の最大越冬数はマナヅノレ1340羽，ナベヅル5330羽で越冬総数は6670

羽と算定した。

表1 昭和60年度 （1985-1986年期〕の越冬総数調査結果

調査年月日 マナヅ／レ ナベヅノレ クロヅノレ

1985年11月25日 960 3820 3 

1985年12月20日 1270 4350 3 

1985年12月23日 1280 4830 3 

1986年1月27,29日 1340 5330 3 

1986年2月24日 1330 5330 3 

注表1のナベヅルの羽数のうち，各調査期日に阿久根で就糊したものは，

1985年12月には約10羽， 1987年1月と 2月には約20羽である。

越冬総数

4780 

5620 

6110 

6670 

6660 

(2）昭和61年度 （1986-1987年期）の越冬総数 調査結果は表2のようである。1986ー 1987年期の最大越冬数

は，マナヅノレ1350羽，ナベヅノレ6520羽，越冬総数は7880羽と算定した。
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表2 昭和61年度 （1986 1987年期〕の越冬総数謁査結果

調査年月日 マナヅノレ ナベヅノレ クロヅノレ アネハヅノレ 越冬総数

1986年11月12日 1060 5300 3 1 6360 

1986年12月10,12日 1100 6510 5 1 7620 

1987年 1月10日 1350 6520 5 2 7880 

1987年2月9日 1350 6520 5 2 7880 

1987年3月14日 170 4840 3 1 5010 

注．表2のナベツツレの羽数のうち，各調査期日に阿久根で就糊したものは，

1986年11月は45羽， 12月は60羽， 1987年1月は28羽， 2月は6羽である。

(3）渡来から渡去までの個体数の推移 同年期のマナヅ／レとナベヅノレの渡来から波去までの越冬羽数の推移を

図1に示した。
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図1 ナベヅルとマナヅルの渡来から渡去までの個体数の推移

~－~印は1985ー1986年期のナベヅノレ。

． ．印は1986-1987年期のナベヅノレ。

ムーム印は1985ー1986年期のマナヅノレ。

0-0印は1986ー1987年期のマナヅノレ。

4月

(4）分散状況調査 ツノレ類の日中の分布状態を基に，出水平野地域ならびに阿久根地域のツノレ類の分布地域を

中心地域と分散地域に分けて，ナベヅノレとマナヅノレの分散状態を調べた。中心地域とした地区は， 1985-

1986年期調査では，給餌地区，東干拓地区，酋干拓地区，古浜とその近辺地区の4区， 1986-1987年期調査

では給餌地区，東西両干拓地区の 3区である。この中心地域以外の地域を分散地域として，日中のツノレ類の

分散状態を調査した結果のうち，各地区別の個体数を表 3 と表 4 に示した。 分散地域のツノレ!fj'~については，

第5, 6報 （安部ほか，本号に掲載）で詳述した。
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